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　守
山
区
保
健
環
境
委
員
会
に

よ
る
表
彰
式
が
先
月
十
三
日
、

守
山
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
小
幡
一

＝
で
行
わ
れ
、
資
源
や
ご
み
分

別
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
、

長
年
活
動
し
て
い
る
人
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
た
。

　同
（
区
）
委
員
会
は
、
各
学

区
保
健
環
境
委
員
会
の
会
長
を

は
じ
め
、
区
役
所
や
保
健
セ
ン

タ
ー
ほ
か
で
構
成
。
環
境
衛
生

事
業
の
活
動
を
長
く
続
け
て
い

る
人
を
対
象
に
毎
年
表
彰
し
て

お
り
、
被
表
彰
者
は
各
学
区
保

健
環
境
委
員
会
の
会
長

が
一
人
以
内
を
推
薦

し
、
区
委
員
会
で
決
定

し
て
い
る
。

　十
七
回
目
と
な
っ
た

こ
と
し
は
齋
藤
勲
さ
ん

八
五
＝
茶
臼
前
＝
と
、

日
比
野
和
美
さ
ん
七
七

＝
町
北
＝
を
選
出
。
多

目
的
ル
ー
ム
で
催
さ
れ

た
表
彰
式
に
は
関
係
者

ら
約
三
十
人
が
出
席

し
、
区
委
員
会
の
小
川

勝
会
長
が
読
み
上
げ
て

受
賞
者
の
二
人
と
関
係
者
の
皆
さ
ん

　盆
踊
り
を
は
じ
め
と
し
た
夏

祭
り
が
、
こ
と
し
も
区
内
各
地

で
開
か
れ
る
＝
別
表
参
照
。
七

月
二
十
九
日
（
月
）
午
後
五
時

―
同
八
時
半
に
は
「
守
山
駐
屯

地
納
涼
祭
り
」
が
催
さ
れ
、
同

駐
屯
地
＝
守
山
三
＝
が
一
般
開

放
さ
れ
る
。

　メ
イ
ン
の
盆
踊
り
は
午
後
六

時
―
同
七
時
四
十
分
（
小
学
生

以
下
を
対
象
に
お
菓
子
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
あ
り
）
。
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
や
唐
揚
げ
ほ
か
の
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
、
射
的
や
ス
ー
パ
ー
ボ

を
き
れ
い
に
し

ま
す
」
と
決
意

表
明
し
た
。

　参
加
者
ら
は

ご
み
袋
と
火
ば

さ
み
を
手
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ス
に
分
か
れ

て
出
発
。
側
溝

に
た
ま
っ
た
落

ち
葉
、
道
端
に

捨
て
ら
れ
た
空

き
缶
や
た
ば
こ

の
吸
い
殻
な

ど
、
一
時
間
ほ

ど
歩
き
な
が
ら

拾
っ
た
。

　森
孝
東
消
防
団
詰
め
所
＝
白

山
四
＝
前
に
は
臨
時
の
集
積
場

所
が
設
け
ら
れ
、
ご
み
や
資
源

を
確
認
し
な
が
ら
各
自
で
分

別
。
清
掃
を
終
え
た
男
性
参
加

者
の
一
人
は
「
ポ
イ
捨
て
は
い

け
な
い
こ
と
で
あ
る
な
ど
、
子

ど
も
も
自
然
に
身
に
付
け
て
く

れ
る
と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

　◇
令
和
元
年
度
守
山
区
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会
（
六
月
十
六
日
、
守
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
第
２
競
技

場
）
＝
中
日
新
聞
社
後
援

　▽
混
合
の
部
①
Ｋ
Ｉ
Ｔ

　▽
女
子
の
部
①
志
段
味
東

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　◇
令
和
元
年
度
守
山
区
Ｏ
Ｂ

軟
式
野
球
大
会
（
六
月
十
六

日
、
小
幡
緑
地
西
園
野
球
場
）

　大
森
北
３
―
１
瀬
古
、
苗
代

９
―
８
志
段
味
東
〈
決
勝
〉
大

森
北

―
２
苗
代

次
号
は
７
月

日(

土
曜)
に
発
行
し
ま
す

手
渡
し
た
。

　「
私
が
い
た
だ
い
て
申
し
訳

な
い
。
健
康
の
た
め
に
や
っ
た

こ
と
」
と
、
町
内
の
資
源
集
積

所
で
の
分
別
へ
六
年
に
わ
た
っ

て
参
加
し
て
き
た
齋
藤
さ
ん
。

ま
た
、
ご
み
分
別
を
町
内
の
集

積
場
で
二
十
年
以
上
続
け
て
き

た
日
比
野
さ
ん
は
「
活
動
す
る

と
元
気
に
な
れ
る
。
体
が
続
く

う
ち
は
続
け
て
い
き
た
い
」
と

そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い
た
。

齋
藤
さ

　
　ん

と
日
比
野
さ

　
　ん

を
顕
彰

区
保
健
環
境
委
員
会
が
表
彰
式

　町
を
美
し
く
す
る
活
動
「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
先

月
十
二
日
に
森
孝
東
学
区
で
行
わ
れ
、
森
孝
東
小
学
校
の
児
童

を
は
じ
め
住
民
ら
約
二
百
五
十
人
が
参
加
。
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て

い
る
ご
み
や
資
源
を
拾
っ
て
、
地
域
を
き
れ
い
に
し
た
。

　市
は
六
月
の
第
一
土
曜
を
中

心
に
、
環
境
へ
の
理
解
や
関
心

を
深
め
る
取
り
組
み
「
環
境
デ

ー
な
ご
や
」
を
実
施
。
同
学
区

の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
、
環

境
学
習
と
し
て
全
校
児
童
も
加

わ
っ
た
。

　集
合
場
所
の
森
孝
東
小
＝
森

孝
東
一
＝
校
庭
で
は
セ
レ
モ
ニ

ー
が
開
か
れ
、
同
学
区
区
政
協

力
委
員
会
の
内
田
英
爾
委
員
長

が
「
清
掃
活
動
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
。

ま
た
、
児
童
代
表
が
「
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
、
学
区
や
学
校

混
合
の
部
で
優
勝
の
Ｋ
Ｉ
Ｔ

女
子
の
部
で
優
勝
の
志
段
味
東

優
勝
の
大
森
北
チ
ー
ム

待
望
の
夏
祭
り
シ
ー
ズ
ン
到
来
‼


日
は「
守
山
駐
屯
地
納
涼
祭
り
」

ー
ル
す
く
い
と
い
っ
た
模
擬
店

な
ど
二
十
店
が
並
ぶ
。

　勇
壮
な
太
鼓
演
奏
は
午
後
五

時
四
十
五
分
―
同
六
時
。
ま
た

恒
例
、
迫
力
あ
る
手
筒
花
火
は

午
後
七
時
四
十
分
―
同
八
時
に

行
わ
れ
、
吹
き
上
が
る
火
柱
が

夜
空
を
焦
が
す
。

　「
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
守

山
駐
屯
地
司
令
職
務
室
（
納
涼

祭
り
実
行
委
員
会
）
。
小
雨
決

行
。
問
い
合
わ
せ
は
同
＝
☎
０

５
２
（
７
９
１
）
２
１
９
１

（
内
線
４
３
５
１
）
＝
へ
。

　▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
チ
ョ

コ
」
さ
ん
の
投
稿
写
真
①

　去
年
の
春
に
コ
ン
ビ
ニ
で

買
っ
た
イ
チ
ゴ
栽
培
セ
ッ
ト

で
、
こ
と
し
は
実
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
後
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　◇

　
　
　◇

　▽
加
藤
常
美
さ
ん
＝
川
上

町
＝
の
投
稿
写
真
②

　化
石
で
し
ょ
う
か
？
―
。

石
な
の
で
す
が
、
か
わ
い
い

靴
（
長
靴
）
に
見
え
て
、
び

っ
く
り
‼

　
　
　◇

　
　
　◇

　「
え
っ
⁉
」
と

び
っ
く
り
し
た

り
、
思
わ
ず
笑
っ

て
し
ま
う
よ
う
な

写
真
は
あ
り
ま
せ

ん
か
―
。
本
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝m-homene

ws@du-net.ne.jp

＝
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　夏
休
み
親
子
自

然
観
察
会
「
ト
ン

ボ
と
遊
ぼ
う

　ｉ

ｎ

　小
幡
緑
地
」

が
、
二
十
八
日

（
日
）
午
前
十
時

―
正
午
に
開
か
れ

る
。
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
対
象
、

参
加
無
料
。

　市
内
河
川
の
動

植
物
保
護
や
調
査

研
究
活
動
を
続
け
て
い
る
「
名

古
屋
市
水
辺
研
究
会
」
（
國
村

恵
子
代
表
）
が
主
催
。
小
幡
緑

地
本
園
で
、
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や

ウ
チ
ワ
ヤ
ン
マ
な
ど
こ
の
時
期

二
十
種
ほ
ど
が
見
ら
れ
る
ト
ン

ボ
の
ほ
か
、
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ

ト
ム
シ
と
い
っ
た
虫
を
捕
ま
え

て
観
察
す
る
。

　当
日
の
午
前
十
時
、
ゆ
と
り

ー
と
ラ
イ
ン
「
小
幡
緑

地
駅
」
＝
竜
泉
寺
二
＝

下
の
広
場
で
受
け
付

け
、
定
員
八
十
人
。
運

動
靴
と
帽
子
着
用
で
、

虫
取
り
網
や
虫
か
ご
、

水
筒
を
持
参
。

　「
段
差
の
あ
る
水
辺

を
歩
く
た
め
、
乳
幼
児

や
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
遠
慮

く
だ
さ
い
」
ま
た
「
暑

さ
対
策
を
万
全
に
」
と

同
会
。
家
族
ご
と
に
ト

ン
ボ
の
写
真
と
竹
と
ん

ぼ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
。
問

い
合
わ
せ
は
同
会
事
務
局
の
村

松
さ
ん
方
＝
☎
０
５
２
（
７
９

５
）
８
９
３
２
＝
へ
。

「
ポ
イ
捨
て
は
い
け
な
い
」学
ぶ

拾ったごみや資源を手に臨時

の集積場所へ集まった児童ら

大
迫
力
に
大
歓
声
…
恒
例
の
手
筒
花
火

キャンペーン前に

は森孝東小でセレ

モニーが行われた

問
い
合
わ
せ
・
予
約
は
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
名
古
屋
工
場
見
学
予
約

受
付
＝
☎
０
５
２
（
７
９
２
）

８
９
６
６
＝
へ
。

　ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
＝https://

www.asahibeer.co.jp/brew

ery/nagoya/

＝
で
も
受
け
付

け
て
い
る
。

　ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋
工
場

＝
西
川
原
町
三
一
八
＝
は
、
七

月
二
十
日
（
土
）
か
ら
八
月
三

十
一
日
（
土
）
ま
で
「
夏
休
み

親
子
見
学
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
二
十

歳
以
上
）
を
対
象
に
参
加
者
を

募
集
し
て
い
る
。

　リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
〝
３
Ｒ
〟
を
学

べ
る
ミ
ニ
講
座
や
工
場
見
学
の

ほ
か
、
段
ボ
ー
ル
を
組
み
立
て

る
「
う
さ
ぎ
の
写
真
た
て
」
作

り
な
ど
が
楽
し
め
る
催
し
。
ま

た
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
と
出
来

た
て
ビ
ー
ル
を
味
わ
え
る
試
飲

も
行
わ
れ
る
。

　開
催
は
午
前
十
時
―
・
午
後

一
時
―
の
一
日
二
回
。
と
も
に

約
百
分
、
四
十
五
人
ま
で
（
先

着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）
。
た
だ
し
、
八
月
三
日

（
土
）
は
開
催
な
し
。

　参
加
無
料
、
事
前
予
約
要
。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋
工
場

「
夏
休
み
親
子
見
学
ツ
ア
ー
」
日から

来月日

日 夏休み親子自然観察会

「トンボと遊ぼう in 小幡緑地」

　東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
＝

上
志
段
味
東
谷
＝
は
、
七
月
中

旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で
の
水
曜

と
土
曜
に
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収

穫
体
験
」
を
開
く
。
ま
と
ま
っ

た
収
穫
量
が
見
込
め
な
い
と
き

や
雨
天
な
ど
、
中
止
の
場
合
も

あ
り
。
一
般
対
象
。

　園
内
で
育
て
ら
れ
て
い
る
十

品
種
以
上
の
中
か
ら
、
時
期
に

合
っ
た
も
の
を
収
穫
。
時
間
は

日
に
よ
っ
て
異
な
り
（
事
前
確

認
要
）
、
当
日
に
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
園
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け

る
。
車
い
す
で
も
参
加
可
。

　な
く
な
り
次
第
終
了
、
料
金

は
採
っ
た
重
さ
で
決
ま
る
。
ま

た
八
月
ご
ろ
、
一
部
品
種
の
リ

ン
ゴ
や
ナ
シ
な
ど
で
収
穫
が
見

込
め
る
と
き
は
同
様
（
土
・
日

曜
、
祝
日
）
に
催
す
。

　そ
の
ほ
か
、
小
中
学
生
対
象

・
参
加
無
料
の
「
夏
休
み
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
」
を
、
七
月
二
十
日

（
土
）
か
ら
九
月
一
日
（
日
）

ま
で
開
催
。
園
内
果
樹
園
や
温

室
を
巡
り
な
が
ら
答
え
る
ク
イ

ズ
で
、
参
加
賞
も
あ
る
。
午
前

九
時
―
午
後
三
時
、
本
館
事
務

室
窓
口
で
受
け
付
け
。

　収
穫
体
験
の
開
催
や
時
間
な

ど
問
い
合
わ
せ
は
東
谷
山
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
＝
☎
０
５
２
（
７

３
６
）
３
３
４
４
、
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://www.

fruitpark.org/

＝
で
。

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
体
験
」な
　
　ど

「
こ
れ
は
お
い
し
い
か
な
」
毎
年

好
評
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
体
験

トンボだけでなくいろいろ

な虫を観察できる（以前）


